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社会関係資本と生の情報―――北欧モデルからの示唆 

                                        小池直人（情報創造論） 

 

はじめに 

  北欧型社会（とくにデンマーク）の与える示唆について研究 

＊北欧の福祉国家危機からの回復 

大きな政府の維持、地方分権化、市民参加の政治、高い福祉水準、科学技術水準の高さ、

柔軟な労働市場政策、経済的アクティヴィティの回復、環境保全・男女平等など倫理的優位

性 →人口二千数百万の北欧諸国が、とくに１９９０年代以降有力な社会モデルとなる。 

＊「社会関係資本」（social capital）という論点 
小国としての「弱さ」の自覚と巧妙な国民戦略、自発結社、社会的信頼、参加民主主義の醸  

成が政治・経済、文化のアクティヴィティの基礎 

＊「生の情報」（livsoplysning）という論点。 
   多様な部分情報、専門情報を、生活と社会を活気づける、市民に共通に有用な情報に変換

する社会情報メディア、社会情報プロセス 

  

１）「社会関係資本」の概念 

 ＊かつては「社会的間接資本（＝社会的インフラ）」（宮本憲一）、「社会的共通資本」（宇沢弘

文）など、経済学者によって論じられてきた。 

＊Ｐ・ブルデュー（1930-2002）の定義 
   「社会関係資本とは、安定した関係のネットワークや多かれ少なかれ公的に承認された『つな

がり』によって、個人やグループが慣習的に用いる現存ないし潜在的な資源の総計であり、

そのことは、そのようなネットワークによって動員されうる資本や権力の総計のことである。」 

   つながり、自発結社、社会的信頼、民主主義的な政治の機能・・・：各人の力をいきいきと引

き出し、政治や経済の活力を高める。 

  ＊社会関係資本の二つの形態 

・「結束型社会関係資本」（bonding social capital）：単一サークル内の結束によるもの 
・「架橋型社会関係資本」（bridging social capital）:単一サークルを越えるもの 

   

２）Ｒ・Ｄ・パットナムの社会関係資本 

＊社会関係資本の定義：「社会関係資本とは、信頼、規範、ネットワークのような社会組織の諸

特徴をいい、それは調整された諸活動を備えることで社会の効率性を改善できる。」

（Putnam 1993）。一般的信頼、互酬性規範、ネットワーク 
＊イタリア州制度改革の研究 

 １９７０年以降の地方分権化への制度改革のなかでの「制度的遂行性」の研究（Putnam 
1993）南部の州と中北部の州の「制度的遂行性」のレヴェルの違いはどこに由来するか。 
＊社会関係資本の衰退問題 

・旧ソ連のような旧権威主義や封建的ボス支配による衰退。 
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・新自由主義政策による衰退。 

＊アメリカにおける社会関係資本の衰退 

   アメリカの市民参加の伝統は、近年では１９６０年代の高揚し、今日では衰退の一途をたどっ

ている。 Cf. 『孤独なボウラー』(Putnam 2000) 
  ＊社会中心的アプローチと制度中心的アプローチ 

   ・社会中心的アプローチ：政治制度とは分離される社会関係資本 

    アングロ・アメリカ、日本などでの研究 

   ・制度中心的アプローチ：政治制度がつくりだす社会関係資本 

    大陸ヨーロッパ、北欧などでの研究 

 

３）生の情報 

＊ヨーロッパ社会の諸類型と北欧型社会（エスピン-アンデルセン参照） 

  自由主義型（英米型）、保守主義型（大陸型）、社会民主主義型（北欧型）、南欧型・・ 

＊北欧の社会関係資本（ロートスタインおよびストッレ） 

好況、安定した豊かな生活、手厚い公共サーヴィス、公平、透明、平等な税支出、国家の非

権威主義、世界最高部類のクリーンな政治が活発な団体活動を維持し、社会的信頼関係を

築く。 

   「アメリカ合州国の展開に反して、スカンディナヴィアに社会関係資本の衰退の証拠はな

い。」（１）「高いレヴェルの社会体資本は（ａ）経済的平等の度合いの高さ、（ｂ）恩情と汚職の

レヴェルの低さ、（ｃ）普遍的で差別のない福祉プログラムの優越によって説明されうる。」

（Rothstein, B. and D. Stolle 2003) 
＊社会のなかに埋め込まれた生の情報 

  ・公的情報形態の私的情報への「翻訳」、生活の活気づけ 

・私的、専門的情報の公的、共通情報への翻訳と蓄積 

   Ex. まちづくり、地域開発などの場合、 

＊学校、福祉施設、図書館など公共施設の状況 

 

 

＊職業団体など中間団体の役割 

  コンセンサス・デモクラシーの伝統が形成した個人、私的中間団体、公共セクターがアクタ

ーとなって形成する協議社会(forhandlingssamfund)。 
＊生の情報の思想家グルントヴィ 

  N. F. S. Grundtvig(1783-1872)。 
  『世界における人間』（1817）『国家と啓蒙』（1834） 

 「理性の啓蒙」、科学的情報にたいして、「生の情報」の思想を提示。 
機械論的情報とロマン主義的情報の批判 
情報の階層性と歴史発展性 
科学や専門知など部分情報の生活世界への埋め込み 

＊生の情報の展開 

  書かれたことばと言語行為 
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  国民的情報から生の情報へ 
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